
　笛』と同じ1791年、レオポルト２世の戴冠式で上演するために18

日間という短い期間で書き上げられた作品。皇帝ティートの妃の座を

狙っているヴィテッリアは、彼が別の女性を選んだと思い込んで怒り、自分

に思いを寄せるセストに皇帝暗殺をそそのかす。皇帝の友人でもあるセスト

は苦悩するものの、ヴィテッリアへの愛から宮殿に火を放つ。しかし皇帝は

彼女を妃に選んでいたのだった。難を逃れた皇帝を前にして、セストは事情

を語らない。その妹セルヴィーリ

アの願いも空しくセストに罪が言

い渡されようとしていた時、ヴィ

テッリアが罪を告白、皇帝はす

べてを赦して、人々は寛大な皇帝

を称える。

　毎年楽しみにしている人が多

い、金沢名物の能舞とのコラボ

レーション。オペラに挑戦する今

年は、登場人物それぞれの心理

や苦悩がどう表現されるかに注

目だ。

今年の音楽祭はモーツァルトの歌劇（オペラ）５作品を体験で
きることが目玉の一つ。音楽祭の性格上、全曲演奏ではない
けれど、各作品の魅力が伝わるように工夫されているので、
初めての人や長い作品は疲れるという人も気軽に楽しめる。
文＝潮 博恵（音楽ジャーナリスト）

※ C00  H00  A00  などは公演番号です。　

オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア

「
セ
リ
ア
」
は
英
語
だ
と
「
シ
リ
ア
ス
」、
ま
じ
め

な
オ
ペ
ラ
と
い
う
意
味
。
17
〜
18
世
紀
の
貴
族

社
会
で
発
展
し
た
神
話
や
歴
史
上
の
英
雄
を
題

材
に
し
た
オ
ペ
ラ
。

例 

▼ 

皇
帝
テ
ィ
ー
ト
の
慈
悲

オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ

近
代
的
な
市
民
が
誕
生
す
る
時
代
に
発
展
し
た

喜
劇
的
な
オ
ペ
ラ
。
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
に
対
峙
す

る
位
置
づ
け
か
ら
ブ
ッ
フ
ァ
（
滑
稽
な
オ
ペ
ラ
）

と
分
類
さ
れ
た
。

例 

▼ 

フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
、ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
、

コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ

ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル

イ
タ
リ
ア
語
の
オ
ペ
ラ
が
当
時
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
存
在
だ
と
す
る
と
、
い
わ
ば
ロ
ー
カ
ル
な
ド
イ

ツ
語
に
よ
る
歌
芝
居
。
台
詞
で
劇
が
進
行
す
る
。

例 

▼ 

魔
笛

モーツァルトの

皇帝ティートの慈悲
La clemenza di Tito

『魔

　
晩
年
の
１
７
９
１
年
に
書
い
た
最
後
の

オ
ペ
ラ
。
友
人
の
俳
優
兼
歌
手
兼
興
行

師
で
あ
る
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
の

台
本
に
よ
る
。
大
蛇
に
追
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
王
子
タ
ミ
ー
ノ
は
夜
の
女
王
の
娘

パ
ミ
ー
ナ
に
一
目
惚
れ
す
る
。
彼
は
聖
人
ザ

ラ
ス
ト
ロ
の
下
に
い
る
彼
女
を
求
め
、
鳥
刺

し
の
パ
パ
ゲ
ー
ノ
と
旅
に
立
つ
。
ザ
ラ
ス
ト

ロ
の
神
殿
で
は
数
々
の
試
練
を
課
さ
れ
る
が
、

無
事
乗
り
越
え
て
タ
ミ
ー
ノ
は
パ
ミ
ー
ナ
と
、

魔
笛

D
ie Z

auberflöte

最

パ
パ
ゲ
ー
ノ
は
恋
人
の
パ
パ
ゲ
ー
ナ
と
結
ば
れ

る
。
一
見
単
純
な
お
話
だ
が
、
悪
役
の
夜
の
女

王
と
善
人
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
対
比
が
相
対
的
で
あ

る
こ
と
や
、
端
正
な
王
子
よ
り
も
自
ら
の
欲
望

に
正
直
な
鳥
刺
し
の
ほ
う
が
幸
せ
そ
う
に
見
え

る
点
な
ど
奥
が
深
い
。

　
今
回
は
オ
ペ
ラ
に
定
評
の
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｋ
の
初

代
常
任
指
揮
者
・
天
沼
裕
子
が
同
楽
団
を
指
揮
、

ア
マ
デ
ウ
ス
役
の
俳
優
も
加
わ
っ
た
天
沼
版
を

披
露
す
る
。

C24 　5/4（金・祝）18:40
　　　音楽堂コンサートホール

H21 　5/4（金・祝）11:30　音楽堂邦楽ホール

知っておきたい♪ オペラ豆知識

神聖ローマ帝国の皇帝レオポルト 2 世

パパゲーノを演じる俳優・興行主の
エマヌエル・シカネーダー

いろいろな形で楽しめる！

　
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
の
成
功
を
受
け
て
、
翌
１
７
８
７
年
に
プ
ラ
ハ
で
初
演
さ
れ
た
。

台
本
は
同
じ
く
ダ
・
ポ
ン
テ
に
よ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
劇
や
小
説
の
題
材
と
な
っ
た
、

ス
ペ
イ
ン
の
伝
説
の
女
た
ら
し
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
を
オ
ペ
ラ
化
し
た
も
の
。
あ
る
夜
、

ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
騎
士
長
の
娘
ド
ン
ナ
・
ア
ン
ナ
を
誘
惑
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
騒

ぎ
が
起
き
て
騎
士
長
を
殺
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
彼
は
懲
り
ず
に
、
従
者
レ
ポ
レ
ロ
を
連

れ
て
女
た
ら
し
の
道
を
突
き
進
む
。
復
讐
を
誓
う
ド
ン
ナ
・

ア
ン
ナ
と
許
婚
、
何
度
捨
て
ら
れ
て
も
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
を
あ
き
ら
め
な
い
ド
ン
ナ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ー
ラ
の
３
人

が
彼
を
追
い
詰
め
よ
う
と
す
る
も
不
発
に
終
わ
り
、
こ
の

不
遜
が
永
遠
に
続
く
か
と
思
わ
れ
た
そ
の
時
、
騎
士
長
の

霊
が
現
れ
て
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
を
地
獄
へ
落
と
す
。

　
今
回
は
こ
の
オ
ペ
ラ
か
ら
珠
玉
の
ア
リ
ア
が
歌
わ
れ

る
。
豪
華
な
歌
手
陣
が
難
易
度
の
高
い
曲
に
ど
う
挑
む
か

注
目
だ
。

オペラ早わかり

ド
ン・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

　
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
ま
れ
故
郷
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
離
れ
、

ウ
ィ
ー
ン
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
１
７
８
６
年
の

作
品
。
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
の
原
作
に
基
づ
い
て
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ダ
・

ポ
ン
テ
が
台
本
を
手
掛
け
た
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
歌
劇
に
し
た『
セ

ビ
リ
ア
の
理
髪
師
』
の
そ
の
後
の
お
話
。
幸
せ
な
結
婚
を
し
た

ア
ル
マ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
伯
爵
夫
妻
だ
が
、
ふ
た
り
の
関
係
は
冷
え
、

伯
爵
は
従
者
フ
ィ
ガ
ロ
の
花
嫁
と
な
る
ス
ザ
ン
ナ
を
手
に
入
れ

よ
う
と
画
策
中
だ
。
そ
れ
を
阻
止
し
た
い
知
恵
者
の
フ
ィ
ガ
ロ
、

そ
し
て
女
ど
う
し
の
結
束
か
ら
一
計
を
案
じ
る
伯
爵
夫
人
と
ス

ザ
ン
ナ
を
中
心
に
、恋
に
恋
す
る
小
姓
ケ
ル
ビ
ー
ノ
ら
が
加
わ
っ

て
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
一
日
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
今
回
の
公
演
で
は
、
落
語
家
の
桂
米
團
治
が
伯
爵
を
演
じ
、

物
語
を
紡
い
で
い
く
。
彼
が
フ
ィ
ガ
ロ
で
は
な
く
、
伯
爵
目
線

に
立
つ
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
作
品
の
い
ろ
い
ろ
な
側

面
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

H24　5/4（金・祝）20:10　音楽堂邦楽ホール
C31　5/5（土・祝）10:00　音楽堂コンサートホール

A13 　5/3（木・祝）16:50
　　　金沢市アートホール
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モ

1807年、フィガロのコスチュームデザイン

昨年の「能舞とベートーヴェン」公演。
今年はモーツァルトのオペラと能舞がコラボする

『
フ

　ポンテの台本による三部作の最後の作品で、1790
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試す賭けをすることになる。彼らは出征することになったと

嘘をついて出発し、別人に扮装してあらわれ、相方の恋人

を熱く口説き始める。最初は拒絶する女性陣だが、手を替

え品を替えて求愛されるうちに陥落してしまう。落胆する青

年たちを老哲学者は「女はみんなこうしたもの（コシ・ファン・

トゥッテ）」と諭す。何とも不埒なお話だが、モーツァルト

の極上の音楽によって、人間の真実が垣間見える作品となっ

ている。

　聴きどころは二組の男女、老哲学者と女中の計６人の声

の性格がそれぞれに異なり、独唱に加えてさまざまな組み

合わせの重唱が次 と々展開されるところ。声楽の魅力にどっ

ぷりと浸りたい。

コシ・ファン・トゥッテ
Così fan tutte

ダ・

イタリアの詩人・台本作家ロレンツォ・ダ・ポンテ

マックス・スレーフォークトが描いた
「ドン・ジョヴァンニ」

H11 　5/3（木・祝）11:20
　　　音楽堂邦楽ホール
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る
伯
爵
夫
人
と
ス

ザ
ン
ナ
を
中
心
に
、恋
に
恋
す
る
小
姓
ケ
ル
ビ
ー
ノ
ら
が
加
わ
っ

て
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
一
日
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
今
回
の
公
演
で
は
、
落
語
家
の
桂
米
團
治
が
伯
爵
を
演
じ
、

物
語
を
紡
い
で
い
く
。
彼
が
フ
ィ
ガ
ロ
で
は
な
く
、
伯
爵
目
線

に
立
つ
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
作
品
の
い
ろ
い
ろ
な
側

面
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

H24　5/4（金・祝）20:10　音楽堂邦楽ホール
C31　5/5（土・祝）10:00　音楽堂コンサートホール

A13 　5/3（木・祝）16:50
　　　金沢市アートホール

L
e nozze di F

igaro

D
on G

iovanni

モ

1807年、フィガロのコスチュームデザイン

昨年の「能舞とベートーヴェン」公演。
今年はモーツァルトのオペラと能舞がコラボする

『
フ

　ポンテの台本による三部作の最後の作品で、1790

年に初演された。青年ふたりが自分の恋人の貞操を

試す賭けをすることになる。彼らは出征することになったと

嘘をついて出発し、別人に扮装してあらわれ、相方の恋人

を熱く口説き始める。最初は拒絶する女性陣だが、手を替

え品を替えて求愛されるうちに陥落してしまう。落胆する青

年たちを老哲学者は「女はみんなこうしたもの（コシ・ファン・

トゥッテ）」と諭す。何とも不埒なお話だが、モーツァルト

の極上の音楽によって、人間の真実が垣間見える作品となっ

ている。

　聴きどころは二組の男女、老哲学者と女中の計６人の声

の性格がそれぞれに異なり、独唱に加えてさまざまな組み

合わせの重唱が次 と々展開されるところ。声楽の魅力にどっ

ぷりと浸りたい。

コシ・ファン・トゥッテ
Così fan tutte

ダ・

イタリアの詩人・台本作家ロレンツォ・ダ・ポンテ

マックス・スレーフォークトが描いた
「ドン・ジョヴァンニ」

H11 　5/3（木・祝）11:20
　　　音楽堂邦楽ホール
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